

  
    
  



料理のときも、レジャーのときも、仕事のときも、はたまた迷子のときも？　僕の日常には、ちょっと不思議な「裏側」がある。noteにて好評連載中の手軽に読めるノンジャンル・ショートエッセイ集を書籍化しました！

https://note.mu/waratas/m/mfd3ab8984524
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自由席の「自由」


　スポーツ観戦で発生しがちなトラブルのひとつに、「座席」に関するものがある。
　例えば、獲っていた座席を乗っ取られた、座席を詰めない、ここで見たいと思ったら座席にモノが置いてあって占領されていた（そして、試合が始まっても占領されていた座席に誰も来ない腹立たしさよ！）など。また、良席を奪うための待機列が長くなり、周辺住民とのトラブルが発生したケースもある。

　これを避けるために、最近は指定席に注力するスポーツチームも増えてきた。あるプロ野球球団は全席指定席にしたくらいだ。
　指定席のメリットはたくさんある。事前に席が抑えられている幸せ。試合開始数時間前から会場入りする必要なんてない。試合中も席が自分のものとなっているからこそ、ゆっくりお買い物ができる。こっそり他人に席を盗まれることはないのだ。

　ある日、ヒマな時間がぽっかり生じた僕は、東京六大学野球を観に神宮球場へ行った。穏やかな午後の外野自由席、お値段８００円。バックネット裏や応援席はともかく、ここに集うのは僕と同じように、時間を持て余した人々ばかりである。
　最初はヤクルトを応援するときと同じく、ライト側で見ていた。でも、この風景も飽きたなあ。そうだ、レフト側にも行ってみよう。
　普段と違う視点でモノを見るのは楽しいものだ。なるほど、アウェー側の視点はこういう感じか。
　再び飽きたので、今度は外野席の最上段まで行ってみた。ここからの眺めも良いなあ。野球は俯瞰でみると面白いスポーツだということを改めて実感する……。

　そこでハッと気がついた。
　自由席における最大の魅力。それは「席を移動する自由」だと。
　様々な視点からスポーツを楽しめる。それは一つの場所に固まった指定席では難しい。でも自由席ならば、それが容易にできる。

　故に、自由席を奪い合おうとする人たちに対しては、こう呼びかけてみるのはどうだろうか。ひとつの席に固執していないで、もっとぶらぶらのんびりと、「移動の自由」を楽しみませんか？　と。








七並べこそ最高の戦略ゲームである


　最近友人とボードゲームをする機会がいくつかあり、なるほど、こういうアナログなゲームというのも面白いなあ、と思ったものである。
　しかし、久々にアナログなゲームに触れると、どうも自分の中にある勝負勘が鈍ってきている気がしてならなかった。何かしら毎日ゲームに触れることで、こういう感覚を研ぎ澄ませたい。 そこで、僕のスマホにゲームをダウンロードすることにした。手軽に電車内でできるモノが良いかな。となると、カードゲームが良いだろう。さて、僕が一番好きなゲームはなんだっけ……。

七並べ！　

　そう、僕が一番好きなカードゲームは七並べである。 
　残念ながら、「トランプで一番好きなのは七並べです」という人は少ないと思われる。修学旅行の定番は、ババ抜きか大富豪である。そういうものなのだが、この手の運を天に任せるものは、どうも好きになれなかった。
　でも、七並べは違う。これほど戦略性に富んだカードゲームはない。 
　誤解されかちだが、七並べは「カードを並べるゲーム」ではない。「相手のカードを極力並べさせないゲーム」である。そのために自らの手持ちの札を切る。相手がカードを出せず、ピタッと止まった瞬間。この瞬間に出くわせば出くわすほど、僕の熱はより一層増してくる。

　かくして、ここ数日僕は毎日七並べのアプリを起動させている。果たしてこのトレーニングが、次のボードゲーム活動の役に立つのか……それはまた、別の話ということで。





流行りは回る、されど踊らず


「流行に疎い」という自覚は、とてもある。

あの映画見ましたか！　　――ごめんね、みんなが映画を見る時間、僕はスポーツを見ているんだ。
ネットで流行っているこのサービスしましたか！　　――あーっ、これね。でも、これと似たようなやつ前も流行らなかったっけ？　まあ、すぐ廃れると思うから、やらないでいいや。
このお店のこれ、食べたかい！　　――うーん、夕食は家で自炊するし、これと似たようなヤツならそこのコンビニでも売ってたような…

　……我ながらひどいあまのじゃくである。「空気が読めない」と怒られても仕方がないだろう。しかしまあ、思い出せないのだ。「流行りの〇〇」とやら自分が興じたという体験が。

　思い出した。あれは小学校５年くらいのときだったろうか。突然、うちのクラスだけコマが流行ったのだ。ベイブレードではない、糸をくるくる巻き付けるタイプのコマである。

　１日目、スクールカースト的に言えば上位の人間が突然、学校裏の駐車場でコマ回しをやり始めた。僕もそれに乗りたいと思った。近所の駄菓子屋に行ったが、もう売り切れていた。でも、家になぜかコマがあったので助かった。僕は父親から投げ方を教わり、家で練習を重ねた。
　２日目、休み時間は男子の十数名が総出で駐車場付近に集まり、戦いに興じた。まさに熱狂的な集団だった。上手く投げられない者も少なくない中、僕は練習の成果もあり、まずまずの実力を見せた。
　３日目、噂を聞きつけた隣のクラスからも挑戦者が現れた。年配の先生方もやじ馬に集まり、不思議そうにコマ回しの様子を眺めていた。まさに学校中で、このブームは広がるかと思われた……。

　３日で終わった。４日目の中休み、コマを持って駐車場に集ったのは、僕を含め３人。
　５日目、学校にコマを持ってくる者は皆無だった。

　流行に乗った思い出を探しているうちに、辿り着いたのは「流行が終わったのを目の当たりにした瞬間」だった。この思い出が、もしかしたら僕の頭のブレーキになっているのかもしれない。流行なんて、回るコマのように他力であり、ぶつかったら儚く終わるものだと……なんてね！　








冷蔵庫はスッキリと


　自炊をしていて最も幸せな時はなんですか？　 
　そう質問されたのならば、僕はこう答えるだろう。

「冷蔵庫の中が空っぽになった瞬間です」

　土曜日、買い物をたっぷりとし、満杯となった冷蔵庫。 それを頭を使いながら切り崩し、美味しい逸品と変えて、腹の中に納めていく。 そして１週間が経過し、すっきりとしたた冷蔵庫を見る。よし、買い物するぞ！　と。
　自炊に関する話をしていると、やれ○○を腐らせたやら、○○の賞味期限が切れたという話を聞く。非常に切なくなる話である。 僕もその手の失敗はしたことがあるが、最近は大分ロスを抑えられるようになった。その手の失敗をしないためには、小さなコツがある。
　それは「たくさんの種類を買わない」ことだ。

　ひとつテクニックを。僕の冷蔵庫にはいつも３種類しか野菜が入っていない。葉もの、根菜、そしてキノコかもやし。大体この３つで済んでしまうのだ。一人暮らし用冷蔵庫の大きさからしても、これくらいがちょうどいい。
「足りないのでは？」と不思議に思われることもあるのだが、一人暮らしならば３種類を毎日工夫して回せば大丈夫。逆に種類が多いと、消費スピードが減ってしまう。あとは、野菜を味噌汁で消費したいか、それとも野菜炒めか、いやサラダで消費したいか……ということを考えながら、各々好きなものを選べば良い。
　料理のバリエーションは？　と思う方もいるだろう。 でも、種類が増えれば、料理の彩りは増すのだろうか？　むしろ増やすべきは、調理方法や味付けの種類である。煮る、焼く、蒸す、揚げる、漬ける、そのままで食す……。味付けならば、砂糖、塩、酢、醤油、味噌、ソース……。「材料×味付け×調理方法」の公式を頭に思い描ければ、バリエーション不足の不安も小さくなるはずだ。

　このように、自分が自炊する上で何かしらの「基準」を設けていれば、無駄なく楽しい自炊生活をすることができると考えている。ぜひ、満杯だった冷蔵庫がスカスカになる瞬間を体感して欲しい。







朝はシンプルなサラダを


　冷蔵庫の中にレタスやキャベツなどの葉物があれば、朝食はサラダにしている。

　今、野菜室にはレタスが入っている。寝ぼけ眼でレタスをむしり、一口サイズにちぎっていく。ささっと洗い、ざるで水を切る。
　その間にサラダの「具」と「ドレッシング」の準備を。「具」と言っても、何かひとつあれば良い。チーズを細かく切ったり、ミニウインナーに火を通したり……。
　さて、レタスと具をサラダボウルの中に入れましょう。最後に「ドレッシング」。これも手をかけない。今日はウインナーだから、オリーブオイルと塩・コショウを混ぜ合わせたものを。ボウルに直接かけてしまいます。具によっては、ごま油と塩・コショウの日も。
　最後にささっとボウルの中をかき混ぜて、レタスと具に絡ませればできあがり。調理時間は５分。いただきます。

　起きたあと、睡眠欲が食欲を超越し続けている日もある。台所に立つのは面倒だ。そんな気持ちを和らげてくれるのが、簡単にできる優しい味のサラダである。
　朝をサラダにしてよかったもうひとつのこと。それは「朝に野菜を食べる」ということは、１日の食生活において大きなアドバンテージになるということだ。
　昼ごはんは外食やコンビニになりがちだし、夜も自炊するぞ！　と思ったら、仕事に追われたり、ついつい遊びに出掛けたり……。思わぬリスクはたくさんある。
　そんな生活の乱れを抑えてくれる役割が、朝サラダにあるのだ。慌ただしい日々の始まりに、ひと呼吸する時間を与えてくれる一食。これは非常に尊いものである。





カレー粉よ、消えないで！


　コンビニや１００円ショップに行くと、「？」と思うスパイスと出会うことがある。塩コショウレベルではない、あんまり耳馴染みの無いスパイスたち。こういうモノがあるのかと感心する。かくいう僕も、先日スパイスからカレーをつくる＆食べる機会があった。スパイスを組み合わせるだけで、ここまで深い味わいになるのか……。スパイスって、多様で凄い！　

　でも、このスパイスの列を見てため息をつきたくなる。
　無いのだ、カレー粉が！　

　粉末の入った瓶はたくさんある。でも、そのラベルには「クミン」やら「ターメリック」やら「コリアンダー」と記載されている。違うんだ、僕がほしいのはこれじゃない！　「カレー粉」なんだ！！　
　このスパイス戦国時代（？）とも言うべき細分化に対して、声を大にして訴えたい。カレー粉が欲しい！　どうか、カレー粉をこの世から消さないで！！　

　……さて、一体全体、僕はなぜこんなに「カレー粉」に惹かれているのだろうか。カレー粉は様々なスパイスを混ぜ合わせた「混合香辛料」に分類される。つまり、その企業（ないしはお店）が様々な研究を積み重ねた「適切なカレー味の集合体」なのである。それをわざわざ粉末にしてくださり、大皿のカレーからひとつまみの隠し味に至るまで、使いやすいようにして下さっているのだ。その見えない努力と簡便性に共感し、僕は小瓶を何とか見つけてはお買い物かごの中に突っ込んでいるのである。
　もちろん、昨今のスパイスブームは否定しない。しかし、もっと「カレー粉」のポテンシャルを理解し、活用してくれる人が増えてくれることを願っている。

　あれこれ言い過ぎてしまった。なので最後に、僕の大好きな「カレー粉の食べ方」を提示して、本稿を締めたいと思う。
　調味料としてのカレー粉という観点で言えば、淡白な食材ほど引き立つと考えている。一番手軽なのはゆで卵に振りかける。朝食時に食べれば、ほのかなスパイスの香りで眠気も緩やかに解けていくだろう。
　もうひとつ挙げるならば、ちくわを推したい。ちくわとピーマンを炒め、そこにカレー粉を振りかける。塩コショウは少な目でオッケー。ちくわの穴にチーズを入れた状態で炒めると、より濃厚になってさらに美味しいですよ。







旅の途中でカップ麺


　僕は旅行の途中で必ずすることがある。どこかで必ず最低でも１回は、夕飯にカップ麺を食べることだ。
　こんな話をしたら、あきれる人が大半だろう。せっかくの旅行なのに！　と。

　旅とカップ麺の出会いは、何年か前の函館旅行だった。予想外の出費と競馬の負けが重なり、このままではお土産代が捻出できない事態となった。
　そこで編み出されたのが「夕飯カップ麺作戦」だった。正確に言えば、食べたのは北海道内限定商品「やきそば弁当」なので、「夕飯カップ焼きそば作戦」か。いや、そういう問題じゃないか。

　それ以来、旅行とカップ麺は切っても切り離せない関係になった。阿蘇山の雄大な眺めを思い出しながら、ホテルで食べた一杯。台風におびえながらも、なんとか脱出できそうな見通しとなった八丈島旅行最終日の一杯。札幌からの大移動を終えて、帯広のゲストハウスでヘトヘトになりながら食べた一杯……。
　どれも忘れがたいエピソードとともに、僕はカップ麺を食べている。

　それにしても、なんで旅行の途中でカップ麺なのか？　それぞれのエピソードに共通するのは、「ホッとした瞬間にカップ麺のふたを開けている」ことだろうか。周囲の新鮮な空間や予想外の緊張が過ぎ去ったあとだと、どうも普段通りのことをしたくなる。それが僕の場合、カップ麺を食すことになるのだ。

　さてさて、そんなことを考えているうちに、ラーメンが丁度良くなってきた。今回の旅行の締めくくりもまた、やっぱりこの一杯なのである……。





ランダムさに旅を委ねる


　先週、群馬県の草津温泉に２泊３日の旅行をしてきた。街を歩き、温泉をめぐり、旨いものを食べ、宿で本を読む。２日間同じことをしていたわけだが、スローな生活をしたことで、ごちゃごちゃになっていた頭も少し休ませることができた。非常に良い旅行だった。
　さて、周囲からは「なんで草津なんですか？」と聞かれた。ずいぶん渋い旅行先と感じるらしい。正直に言うと、草津という場所は僕が選んだのではない。選んで下さったのだ。

　毎年「〇〇の試合が見たいから」という理由で、スポーツと旅を絡めて遠出することが多かった。ところが、今年は夏休みの日程と見に行きたい試合が全く合致しなかった。あと、５月と６月にそれぞれスポーツ観戦遠征をしたためスポーツ旅行に飽きていたし、旅に使える予算も抑えめにしたかった。
　そこで使用したのが「こころから」が運営している旅行プラン作成サービス「ズボラ旅」だった。LINEで出発点を伝えれば、旅行プランの返信がやってくる。いくつか相談を重ねていき、最終的には宿泊予約まで行ってくれるのだ。
　悩んでいる時こそ、さいの目に身を委ねる。ということで僕もやってみたのだが、思った以上にしっかりとプランをつくって下さった。僕の数少ない要望である「予算は交通費含め２万円前後」「海沿い or 山沿い」からそれぞれ場所が提示され、最終的に僕は「山沿い」の宿、ようするに草津温泉の宿に泊まったのである。

　このサービスの良いところは、条件が曖昧であればあるほど「思わぬ場所に巡り合える可能性が高まる」ことである。草津温泉というのは、自分の発想には無い宿泊先だった。故に、旅をしていて新鮮な気分に浸ることができた。
　もちろん、「この場所に行きたい！」という動機を優先した旅も楽しみたい。でも、「目的は無いけど、どこか遠くに行ってみたい」となったとき、サポートしてくれるサービスは意外と少ない。僕が次に「ズボラ旅」を使うのならば、後者の欲求が増したときになるのではないだろうか。





文章を「削る」楽しみ


　辰濃和男氏の著書に「文章のみがき方｣という一冊がある。書く上での必要な心構えを記したものであり、こういうケースならどういう考え方で向き合うべきか？　を分かりやすく示している。ふと執筆に迷ったとき、ペラペラめくる。
　その中に「削る」という章がある。書いている際、ここは文字を加えるべきか、それとも減らすべきか……。そんな時に選ぶべき手段は、決まって削って減らすべきだ。太宰治や井伏鱒二の例を挟みつつ、その効能を示している。

　さて、ここまでの展開でお気づきの通り、僕も圧倒的に「削る」派である。なので、この章には大賛同である。「？」と思ったら削る。がんがん文字数を減らす。

　ところで、「削る」思考をどこで手に入れたのかを思い返すとき、僕は【短文＆字数制限が厳しい媒体】で経験を積んだのが大きかったかな、と思うことがある。
　大学時代の広報新聞が物書きの始まりだった。「文字がレイアウトにハマらないから、削っといて｣という指示は日常的だった。短い記事は４００文字を下回ることも多かった。その中で、起承転結やら喜怒哀楽を表現しなければならないのである。故に、書いて伝えるのではなく、書かなくても伝わるように仕掛けていくのだ。

　本やネットと言った「文字数を気にしなくて良い」メディアも世の中にはたくさんある。ただ、そういう場合でも、「削る」という引き算の思考法は持つにこしたことはない。削ったあとのスッキリした文章を見るのは、心も清々しい気持ちになることも多いので、ぜひ悩んだときは試してみてはいかがだろうか。






トイカメラがある生活


　先日、トイカメラを買った。簡単に言うと、おもちゃのデジカメである。
　色々語る前に、まずはどんなカメラを見て頂くのが良いだろう。本書をお買求め頂いた諸君は、速やかに最後のページに掲載された画像を見て欲しい。そこに写る小さなカメラがそれである。
　画素数は驚きの１３１万。また、このトイカメラにはファインダーというものは無い。一応、小窓らしきものが付いているのだが、そこからは何も見えない。撮影し、家に帰り、データを取り出して見て初めてわかるのだ。故に、アングルがめちゃめちゃになっているものも……。

　購入後しばらく使い、飽きて放置していたトイカメラ。だが再び、カバンの中に入れるようになった。
　再び使い始めた理由。それは自分が写真を撮る上で「弱いな」と思うところを、埋めてくれるような気がしたからだ。

　トイカメラを使う上でのコツ。それは被写体との距離は、程よく近いのが良いということである。
　被写体から遠すぎると、ボヤケて何が何だかわからない。一方で近すぎると、フレームにハマらなくてカッコがつかない。だからこそ、トイカメラで撮影するときは程よい近さで撮るのがコツになる。

　その原理が最近ようやくわかった。そして、その程よい距離感の近づき方が、僕は普段の写真撮影でもあまりできてないことにも気がついた。
　なので、もう少しこのトイカメラを使いながら、その距離感を整えていこうと思う。最近は写真を発表する機会も増えてきたので、成長の痕跡になれば良いな、と思いつつ……。






風に任せて、歩むべからず


　台風の影響で強風が吹き荒れる都内某所。駅のホームに辿り着いた僕は、思わずためらってしまった。あふれんばかりの人たち。電車も遅れているらしく、車内はパンパンで隙間も無い。
　１本見送ったあと、決意した。歩こう。ひとまず、下北沢まで目指そう。
　京王井の頭線は遅延していない。雨はまだ降っていなかったことも、この決断を後押しした。

　職場の最寄り駅から下北沢まで約20分。電車が運転を見合わせたとき、何度かこのルートを踏破したことがある。最寄り駅からいくつか細かい道を進むのが難点だが、大通りにたどり着けば大丈夫。あとは大通りの交差点を渡って、左に曲がり、数えて２番めの通りをひたすら真っすぐ進んでいけば下北沢駅である。
　うっすらと雲の間から見える夕焼けを見ながら、僕は大通りを目指した。とにかく、風が強かった。吹き飛ばされそうだし、圧で体が締めつけられる。そんなことに意識を持ってかれそうになりつつも、歩みは止めなかった。

　さてさて、大通りにたどり着いたぞ。早く電車に乗りたいなあ。この大通りの交差点を渡って、左に曲がり、数えて２番めの通りを真っすぐ進んでいこう……。

　違う！　

　数えて２番目の通りを歩いて３分後、ようやく気がついた。ここはどこだ？　
　数か月前に見た風景となんか違う！　ここにこんな住宅あったっけ？　このレストランはなんなんだ？　この通りに公園は無かったぞ？　
　僕はGoogleマップを立ち上げた。どうもこの道を歩いていくと、下北沢の隣の隣の駅にたどり着けるらしい……えーっ！？　

　かくして今来た道を引き返し、大通り周辺をぐるぐる歩くこと更に10分。ようやく正しいルートに巡り合えた。どうも、最寄り駅から大通りにたどり着くまでに、正規のそれとは全く異なる小道に入ってしまい、結局あらぬ方向に行ってしまったらしいのだ。
　僕はゾッとした。何度か歩いたことがあるから大丈夫だという過信、そして強風のことばかり考えて道を小まめに確かめなかった余裕の無さ……。小さな迷子ではあるが、その失敗の本質は非常に普遍的である。

　かくして、通常の２倍の時間をかけて下北沢駅に到着した。この間、雨は一滴も降っていないはずなののだが、僕のシャツはびしょびしょに濡れていた。








意識の低い日


　なぜ競馬場に行くのですか？　というベタな質問をたまに受ける。あまり賭け事に身を投じなさそうな風貌に見えるらしい。
　その理由はいくつかあるのだが、最近は「自分の意識を低くするため」と答えている。

　さて、「意識を低くするために競馬場に行く」などと言ったら、一部の競馬ファンに怒られるだろう。ふざけるな！　こっちは必死になって馬券を当てようとしているんだ！　とか、馬の姿に心を打たれているんだ！　とか。その点は申し訳なく思う。
　だが、僕が月に１～２回ほど競馬場に行くのはどんな時かを考えれば考えるほど、偉ぶりすぎていたり傲慢になっているときと合致してしまうのだ。勢いよく鉄火場に乗り込み、パドックで馬に癒されつつ、レースになると差せー！　とか、こらー○○！（※みなさんも頭を過った騎手名を入れて下さい）と声を出す。すると不思議なもので、自らの小ささに気がつき、なんだか謙虚な状態になるのだ（財布が謙虚な状態になることにも気がつくのだが）。

　３６５日全てがキラキラと輝き、夢や目標に近づく充実した人生。そういうのが送れるにこしたことはない。でも、それを目指したり、あるいは維持しようとしていたら、相当疲れるのでは？　最近、そういう人に出会っているので、身勝手ながらなおさら心配になる。
　だから、意図的に「意識の低い日」をつくるべきだ、と僕は提案したい。頑張りすぎたり、上を目指しすぎて自分を見失うことに対し、もっと警鐘を鳴らしていこう。下を向いて足元を見よう。散らかった自分の外れ馬券が広がっていたって、「意識が低い日」ならばそれでいいのだ。






毎日の裏側


　お正月をこんなにゆっくり過ごせるのは何年ぶりだろうか。
　カレンダー通りに休める職場に移ったら、こんなに世界が変わるのか。少し怖くなってしまう。

　これまでは物流部門に所属していた。食品メーカーの物流。そうなると、商品は曜日や旗日に関わらず、流通を続けている。
　なので、お正月にも必要最低限の人員が、管理の名の元に配置される。ガラガラのオフィスの一角で、数名の社員が上の空で張り付いている。１日１万円の特別手当てが、数少ない慰めだった。ただ、お金よりも時間を大切にしたい身としては、そんなものはいらなかった。早く、この場所から抜け出したい……。

　どんなときも、ガスでお雑煮を温められるし、テレビやパソコンからは愉快な番組が流れるし、電車に乗ってお出掛けにも行ける。インフラを支える人たちには頭が上がらない。数年続けて、プッツンと切れてしまった僕はなおさら思う。
　その一方で、大晦日や元旦に無理に商売をしなくてもいいのでは？　という声が強くなってきている。それに関しては、僕も賛成だ。経済活動は大切だ。でも、少しくらい、それを緩める日があっても良い。実体験に基づく心情である。

　「働き方」改革なるワードが席巻しているが、僕は働き方以上に「休み方」が大事だと考えている。
　お正月やお盆に出勤していた僕は、その代休をよく平日に充てていた。皆が働いている、普通の日。そこを休みにすると、不思議な感覚が芽生えてくる。皆が何かに縛られている最中、僕だけ自由を満喫している。スポーツが好きな僕は、普段は行けないようなアマチュア野球の試合だったり、昼間の地方競馬に足を運ぶ。ガラガラのスタンドで、じっくりとゲームに向き合う。それもまた、違う意味での「格別さ」があった。

　なので、曜日＝休日の関係性を少しだけ壊してみるのはどうだろうか。自分が過ごしている毎日とは、裏側の関係にある時間を過ごさせるのだ。ブルーカラーやサービス業の人たちには土日祝の休みを、ホワイトカラーの人には平日の休みを付与する。他にも、お盆休みを地域ごとにずらしてみたり、インフラ業やサービス業の従事者には、正月の代休を必ず取得させるルールをつくるなど……。
　異なる視点が与えられることで、人は優しくなったり、今までの過ちに気がつくことがある。その社会実験の手法として、こういうことをしてみても良いのではないだろうか。少なくとも僕は、カレンダー通りの休日に感謝しつつも、毎日の裏側を過ごしていたときを懐かしく思う瞬間があるのだ。









あとがき


　２０２０年４月より、当方のエッセイ集「反省と勉強」は「毎日の裏側」というタイトルに変更し、再度配信し直すことになりました。諸々お手数かけてしまい申し訳ございませんが、何卒ご了承願います。

　さて、何の血の迷いで？　という話ですが……。実を言いますと、本書を発刊した後、改めて本というかたちで読み進めたとき、何気なく付けた「毎日の裏側」というエッセイのタイトルに、ピーンと引き寄せられてしまったからです。しまった！　このタイトルこそが適切だった、と……。
　そういう後悔に蓋をして、１年以上配信をさせて頂いたのですが、昨今の新型コロナウイルスが蔓延する中で、改めてこの青い表紙の本を手にして読み進めたとき、そうだ、今こそタイトルを変えよう！　とまた思いついてしまったわけです。僕の悪いクセなのかもしれませんが……。

　そんな「毎日の裏側」というエッセイの中で、僕は『異なる視点が与えられることで、人は優しくなったり、今までの過ちに気がつくことがある』という言葉を記しました。
　ある意味では、多くの人々が「裏側」とも言うべき世界に入ったのかもしれません。例えば、テレワークなどの新しい働き方や、オンラインイベントなどのコミュニケーションの取り方は好位的に受け止められています。一方で、「優しくなる」や「過ちに気がつく」といった部分は、今までよりも悪くなってしまった、というのが僕自身の実感です。
　この部分をどう乗り越えるか、そして、乗り越えるためにはどのような言葉を書き残していくべきか。新たなミッションを抱えながら、また新しい本を作っていきたいと考えております。ではまた！



２０２０年４月　和良拓馬





「 #susonolife 」発売開始のお知らせ


「ＳＵＳＯＮＯ（すその）」は２０１８年１月に、「新しい暮らしの文化圏を作る」プロジェクトとして発足した、新しいコミュニティです。２０２０年１月からは体制を新たに、佐々木俊尚・松浦弥太郎の二名を中心に、参加メンバーたちが本格的に運営に関わりながら、トークイベントや部活など、様々な活動を続けています。
この本はそんなＳＵＳＯＮＯに参加した理由、これまでの活動記録、そして、この場所で過ごす中で得た「経験」や「思い」をまとめたものです。

既存のものとは違う「コミュニティ」の中って、どんな感じなんだろう？
そもそも、「ＳＵＳＯＮＯ」ってなんなんだろう？
そんな皆様の思いに応える、12本のエピソードを収録しました。最後までお楽しみ頂ければ幸いです！

https://bccks.jp/bcck/163089/info
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和良 拓馬


1988年３月生まれ、神奈川県横浜市出身。サラリーマンを続ける傍ら、2014年秋より電子書籍の作成及び執筆活動をスタート。得意ジャンルはスポーツとファンタジー。主な寄稿先は「月刊群雛（ＧｕｎＳｕ）」「ウマフリ」など。NovelJam 2018に編集として参加し、新城カズマ賞及び海猫沢めろん賞を受賞。日本独立作家同盟正会員及び勉強カフェ横浜関内スタジオ会員。日本代表から近所の空き地まで、場所と格を問わず、暖かくスポーツの現場を見守り続けています。

・Twitter　@Waratas
・note　https://note.mu/waratas
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